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Halobαcte1叩m halobium は25-30% NaCl を至適成育条件とする高度好塩菌である。この溶菌液を
遠心分画すると紫色の膜分画“purple membrane" が得られるが，これはレチナールを結合した色素




菌)とについて，それぞれの生菌懸池液の光照射に伴う pH変化と ATP レベル変化を調べた口紫菌懸
池液の pHは光照射によって一旦上昇した後低下して安定した。赤菌ではpHの上昇だけがみられた。
紫菌をヒドロキシルアミン存在下で光照射することによってパクテリオロドプシンを槌色させると pH
低下はみられなくなった。赤菌は同じ処理によって影響を受けなかった。 75'C， 5 分間の熱処理をす
ると紫菌，赤菌共に pHの上昇を示さなくなった。 pHの上昇，低下に対する作用スペクトルの結果か
らは，両者共パクテリオロドプシンに起因するものと考えられた o purple membrane をもっ紫菌では






























矢木君の研究は Halobacterium halobium におけるパクテリオロドプシンの役割を明らかにしたもの
であり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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